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 適用分野
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：送信機およびそれを備えた通信システム

■  技 術 概 要

■  特記事項、
  　 図など

通信システム

ユビキタスネットワーク、無線LAN、近距離パーソ
ナル無線システム

隣接チャンネルへの電力漏洩を抑制し、平均電力に対するピーク電力を低減する
ことによって、電波利用の増加に伴う無線チャンネル不足による伝送遅延、伝送速
度の低下、電波干渉による伝送エラーの軽減を図る。

本発明によれば、伝送遅延や伝送速度の低下或いは電波干渉による伝送エラー
を低減しているので、電波利用の増加に伴う無線チャンネルの不足を解消すること
ができる。

送信データは、バンドパスフィルタBPF１～４によって無線通信空間における複数の
空き通信帯域のうち、できるだけ少ない空き通信帯域に送信スペクトラムDVS１～４
を分割し、その分割された分割送信スペクトラムの各々に対して畳み込み演算を施
して帯域制限を加え、その帯域制限が加えられた送信スペクトラムDVS１～４はそ
れぞれ乗算器MP１～４を経て周波数変換され、その周波数変換された送信スペクト
ラムは加算器SUMによって直列に配列されて送信される。


